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社会福祉法人愛知いのちの電話協会
見

（名古屋いのちの薪Ｆ７！響
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「いのちの電話」と写真で関わって

私の記憶に間違いがなければ、機関誌の第２号

から表紙の写真を担当させていただいている。何

時も不出来な写真で汗顔の至りである。恐らく

５０枚くらいの写真を皆様に見ていただいたと思

う。このような下手くそな写莫を採用していただ

いた編集部の皆さんには感謝の言葉もない。

私が「名古屋いのちの電話」に写真を寄稿する

きっかけとなったのは、山口真人先生を始め創設

に関わられた方々に日頃からお世話になっていた

ことによる。また、既に鬼籍に入られたが、相馬

信夫司教さんとも思わぬところで関わりがあった

ことにもよる。

８０年代半ば、机中に事務所を構えられ、電話

１台から始められたのではなかったろうか。当時、

日本では自殺防止・予防や悩みＩＪｒを闘くと言った

環境は未整備であった。社会には偏見があり、多

くの人が悩みを自己の内に抱きかかえ苦しんでい

た状況があったと思う。そんな中で、電話相談を

始められたときには大変なご苦労があったと思

う。立ち上げた方々、相談貝のトレーニングをさ

Ｎ０１９．１９９１．２月号

文 珠 幹 夫

れた先生方には頭が下がる。トレーニングを受け

相談貝になられた方々も、電話で悩みなどを受け

られるのは大変であったろうと、想像に難くない。
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ト４０２７．１９９３．１１月号

私は、挫折感を味わいストレスをためている２０

歳前後の人と向き合って仕事をしていた。時々、

先生方から個人的にアドバイスをいただいたこと

もあった。私自身、大変良い勉強をさせていただ
いたと感謝している。

栄の「みこころセンタービル」に移られてしば

らくした頃だったと思う。写真を届けに伺ったと
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ｌｌｏ２９．１９９４．６月号

き、事務所に緊張が走った。「これから死ぬ」と

戸、言う電話が掛かってきた。電話相談をされている
方、事務局スタッフの皆さんが、各関係機関への

連絡などてきぱきと様々な対応を取られ、未然に

それを防がれた。私は何も出来ず、ただ皆さんの

邪魔にならぬように座っているだけであった。何

もお役に立てない自分が恥ずかしかった。

電話相談だけでなく、資金集めにも苦労され

ていた。福祉法人の資格を取るため、高額な基

金集めに事務方の皆さんか奔走されていた。今な

らＮＰＯ法案が出来たため、さほど苦労すること

なく法人格がとれる。当時は大変であった。バブ
ルがはじけた後、どの企業も人も財布の紐が堅く

なった。バブルで浮かれていた頃、日本中で「企

業の社会的貢献、社会的責任」などと高邁なこと

、〃‘を言っていたが、はじけた後、その‘４理念”の底
の浅さを露呈してしまった。その一方で、「名古

Ｆ４ｏＳ３０ｊ９９４．１１月号
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屋いのちの電話」を始め各地の「いのちの電話」

が何ら変わることなく電話相談を続けられている

ことに頭が下がる。

いつも表紙を飾る詩を事前に送っていただいて

いる。詩を読むことなど、以前にはあまりなかっ

た。写真を担当させていただいたおかげで、随分

と詩を読ませていただいた。大変勉強にもなった。

詩は書店でも図書館でも冷遇されている。その詩

を書かれた詩人の詩槃を探しに図書館に行っても

見つからないことが多かった。日本の中で詩を読

む習慣がなくなっていることは寂しいことだと思

う。詩は心の糧の一つだと思う。

Ｎｏｚ１４．１９９９．６月号

「名古屋いのちの電話」と関わるようになった

のと同じ頃から、私は東ティモール問題と関わっ

ている。つい先日の５月２０日に（ポルトガル植

民地からの）独立を果たした。ご存知の方も多い

と思うが、１９７５年独立過程にあったとき、隣国

インドネシアか軍事侵略した。２４年間も苛酷な

インドネシア軍支配下に置かれた。多くの方が殺

されたり、拷問やレイプの被害にあった。この国

の人々の心の傷には深いものがある。この新しい

国にも「いのちの電話」が出来ることを願ってい
る。その時は是非とも皆さん方のご協力を仰ぎた

いと思う。



２００１年度事業報貴
２００１年度も愛知いのちの電話協会の電話相談活動に、多くの方々から、二かわｌｌｉぬご支援とノご協力を賜り

ま し た 。 賛 助 会 員 、 賛 助 法 人 、 並 び に 寄 付 者 （ 個 人 及 び 団 体 ） に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ 象 す。 ま た 一 年 を 通 じ

て、一日の休みもなくご奉仕頂きました相談員の方々のご苦労に、。万万あ’らたふぐｉて、敬意と謝辞令申／し」ニげます。
‥＼-・’トＩ＼Ｉ` ’；゙ ｊ`．Ｉ・、「・。ドヘ１バ

この年、当協会は開局１７年目を迎え、組織の見直しというこ、とぃや√こ｜れまやの総ＩＳｌｋ二訓練√財務り３委
ュｙ＼７‥‥‥‥‥‥へ’丿／‘・……ｌ。：＼レＩ-‘

員 会 を 、 養 成 、 相 談 、 広 報 、 財 務 の ４ 委 員 会 に 改 組 し ま し た 。 さ ら に 公 募 に 工 る 新 事 務 局 長 の 採 用 、 組 織 運㎜ ㎜ Ｉ ¶ ÷
営 規 定 の 制 定 と 実 施 、 ベ ル の 会 世 話 人 会 に よる 会 長 の 選 挙 に よる 選 出 と い ９ た 新 体 制 が 始 ま り ま し た 。 多 く

の 相 談 員 の 意 見 を 反 映 さ せ た い と い う 要 望 が こ の 一 年 を 通 して 見 ら れ ま し た 。

そ う し た 中 、 ２ １ 世 紀 の 幕 開 き は 、 国 内 外 と も 波 乱 の 年 で、 世 相 は 経 済 の 落 ち 込 み 、 政 治 へ の 不 信 な ど か

ら 、 自 殺 者 は ３ 年 連 続 で ３ 万 人 を 越 え ま し た 。 厚 生 労 働 省 に よる 自 殺 予 防 の フ リ ー ダイヤル ・ キ ャンペーン

は１２月１日から７日までの一週間、全国４８センターで一斉に行われました。総勢３、２０８人の相談員フ！ｌｔ９、３４７・ｉ同

件の電話を受けて、そのうち自殺志向による電話相談が３２．４％あったことは驚くべき率でした。

「広報委員会」では、ミニ・コンサートとして、「加藤訓音・津軽三味線」「リポー・馬頭琴」コンサートを企画、

好 評 を も って 終 了 。 こ と に 後 者 は 、 ア ン コ ール 公 演 も 企 画 さ れ ま し た 。 恒 例 の 東 別 院 で の 「 フ リ ーマー ケ ッ

ト」も８年目を迎えｊ；した・ φ
「相談委員会」では継続研修１６グループが延べ１６０回実施ｌ．。、２、０８０人が参加しました。個人ｓｖが１２１回、

２４ざ人よノグルニプＩＳ’ｘｇ、がう１回、。ｉ私人。ピ｀フ・ＳＶ２回、３５人、そのほか自主研修、ケース研究などです。に … … ’ ． ｉ ヅ ・ ク ス ； ・ ／ ’ こ ・ 。 √
｜「蜃成諭座」ｌｌＳｊゴｙ幼生認定ｊｉ１１４１；４り名。１１い３湖生の募集要項が１ヽき、２００２年２月から募集が始まりました。Ｉ ト ■ - ＩＩ Ｊ Ｉ ゛ ● ・
開；１１１１；！；２００２年４月̈より実施。＜。十

理事、監事、評識員の改選に伴い、／以下め：；！ｙ々に就任頂きました。
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２００１年度 会 計 報告
現在、日本の経済はきわめて厳しい状況にあります。政府の借金、国債、公債の負担が大きくて、かつて経済大国
といわれた国が国際的にも“警戒心”をもって見守られているというのが実状です。リストラとか失業率５．４％とい
う数字にもあらわれ、それがまた「名古屋いのちの電話」の財政にも大きな影を落としています。そうしたことを背
景に、財務委員会の報告をいたします。

【２００１年度決算】

別表にありますように、収入の部では助成金、会費、寄付金が柱になっています。助成金は共同募金会からの７０万円。
会費は合計７１３万円、賛助会費（Ａ）１３４万円、（Ｂ）７４万円、（Ｃ）５８万円に法人会費４４０万円。寄付は年末募金を
含め４８７万円、その他受取利息は３５万円、相談員・友の会会費２０万円といったところが、主な収入の内訳です。
当期収入の合計は１３、３３３、４４６円となり、前期繰越金５８３万円を合わせて収入合計は１５１、１６９、０２９円でした。助成金の

拡大も重要な課題となっています。
支出の部では、事業費として教育訓練費２００万円、広報費５９万円、連盟分担金２９万円が主なものです。
管理費としての、人件費５３０万円が飛び抜けて大きな比率を占めています。それは事務局長の給与、パートで事務
をして下さる方に支払われる額で、人件費にどう対応するかも大きな課題となっています。
このほか、家賃２５０万円、共益費１６万円、車庫賃貸料４４万円がかかりました。文具印刷費６７万円、消耗品費３９

万円、雑費５８万円と多額の支出がありました。これら３項目の中心は印刷費でした。特に昨年度は様々な活動があっ
たためでしたが、相談員を支援し、教育訓練の支出は積極的にしなければなりません。
次期繰越金は４３０万円とかなりな額となりましたが、これは２０００年度の郵便貯金の満期解約に伴うものであり、

次年度の収入見込みの減少予想をいたしますと、安心できるものではありません。

【２００２年度予算】

収入では全体に控えめに、合計は１（５、９１０、８０７円といたしました。特に受取５１；リ息は現在の銀行普通預金の利息がほと
んどないに等しく、一億円の法人基金の預金に対して、２万円とみています。今年度始まった第１３期養成講座の受
講料２６５万円と前期繰越金４３４万円を加えて上記の額となっています。極めて厳しい数字です。
支出でみますと教育訓練費が、今年度は養成講座がありますので当然ながら支出は大きく３４０万円となります。人
件費は５００万円に押さえました。その他の管理費としては、文具印刷費、雑費、消耗品費も減額して、予備費を除い
て約６２万円の減少となります。
去る５月２２日に開かれました評議員会での討議で、文具印刷費、消耗品費、雑費など内容別に分けるべきとの意

見が出され、教育訓練のための印刷代と、事務管理のものと明確に区別して計上することにしました。
今後さらに、支出面での切りつめに努力をしなければならない状況は、予備費つまり繰越金が、わずかに１６０万円

ｒ｀であることからもおわかりいただけることと思います。

【財務委員会の活励】

厳しい経済情勢を考え、財務状況を明確に把握するために、今年３月から原則として毎月第３金曜日に財務懇談会
を開いております。最近の懇談会では二つのことを決めました。
一つは車庫代の削減です。年間４４万円かかります。相談員の方々には大変ご迷惑をかけることになりますが、６

月から車庫の賃貸を解消いたしました。もう一つは、基金の運用についてであります。一億円を銀行に定期預金にし
てきましたが、低金利の上、ペイオフ問題があり、３月末に普通預金に切り替えました。これも一千万円を超える預
金の保証は一年間の余裕しかありません。そこで愛知県債の１０年ものと５年もの（名古屋市債になるかもしれません）
に分けて購入することにしました。金利はいずれも１．４７％で、年間利息が１４０万円入ることになります。これは理事
会で承認されました。
こうしたことで、いくらかでも財務事情が好転することを願っていますが、先に轡いたように会員を増やすこと、

企業に理解を求めること、助成金の新規開拓が急務です。
皆さま方のご理解とご協力をお願いいたします。

（財務委員長：西沢信正）
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２（ｊ０１年度収支計算書
単位：円

科 目 決 算 額
（貸方）収入の部

助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（個人）
会費（法人）
相談員・友の会会費
寄付（個人）
寄付金（法人）
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入

’７００，０００

１，３４０，０００
７４１，０００
！ｉ８５，０００
６０，０００

ｚｌ，４１０，０００
２０１，０００
２，１１１７，３（）０
１，６６９，４１２
１，０１４、４１０

３５５，２６６
７０，０５８

当期収入合計（Ａ）
前期繰越

１：３，２３３３，４４６
５，１１３５，５８３

収入合計（Ｂ） １５），１６９，０２９

科 目 決算額
（借方）支出の部

事業費
教育訓練費
広報費
連盟分担金
諸会費

：２μＸ），５８５
５９５，４０３
２９゙７，０００
２０，０００

（事業費合計） （２，５１１２，９８８）．

管理費
人件費
需用費
家賃
共益費
車庫賃借料
光熱水道費
通信費
法定福利費
賃借料
旅費・交通費
文具印刷費
営繕費
消耗品費
雑費

５，３８２，４００．

２，５２０，０００
１６３，８００
４４１，０００
６７１，９８６
６９７，１１９
１３，２６９
１１５，９２０
９５，２６０
６７２，４５７
１（５６，３３０
３９３，５２８
５８２，１６５

（管理費合計） （凪９１５．２３４）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次期繰越収支差額（Ｂ）-（Ｃ）

ｌｊ１、８２８、２２２
１．４９４，７７６
ｚ１β４０，８０７

支 出 合 計 ヽ １９，１６９、０２９

２００２年度予算
単位 円

科 目 予算額
（貸方）収入の部

助成金
会費
寄付金
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入
前期繰越

８５０，０００
５，５００，０００
２，５００，０００
Ｌ（）００，０００
：２ｊ５０，０００
２０，０００
５０，０００

拶胆奘８０７

収入合計 １１Ｓ，９１０，８０７

科 目 予算額
（借方）支出の部

事業費
教育訓練費
広報費
調査研究費
会議費
特別事業費
連盟分担金
諸会費

：３，ｚ１１０，０００
６００，０００
１０，０００
２５，０００
２５，０００
３００，０００
２０，０００

（事業費合計） （４，２１９０，０００）
管理費
人件費
需用費
家賃
共益費
車庫賃借料
光熱水道費
通信費
法定福利費
賃借料
旅費・交通費
文具印刷費゛
営繕費
消耗品費
雑費
予備費

５，（）００，０００

２，５２０，０００
１６３，８００
４４１，０００
５００，０００
６００，０００
１５，０００
１１５，９２０
１００，０００
５００，０００
１５０，０００
５００，０００
３００，０００
１、６１５，０８７

（管理費合計） （ａ５２０，８０７）
次期繰越 ０

支出合計 ｌｔｉ，９１０，８０７

統計数字から見た最近の相談の傾向
相談の総件数（無言電話を除く）は、１９９６年以前は大体年間１万件前後（最高は１９８８年の１２、８７２件）でしたが、１９９７年以降
は１万件を大幅に超える年が続き、とくに１９９９年からは１万５千件以上となっています。１９９９年に統計の仕方を少し変えた関係
があるかもしれませんが、増加の傾向は顕著です。
男女別では、１５年間ずっと男性の方が多かったのですが、１９９８年に逆転して女性の方が多い傾向になりました。とくに「人生」
「家族」「対人関係」などの項目で、女性の相談件数が急速に増えています。
年齢別では、ここ数年５０歳以上の年配者の相談が多くなり、とくに６０歳以上の高齢者は、２００１／１９９７年の比較では４倍近く
になっています。この年代は元々相談件数が少なかったのですが、ここ数年の伸びが顕著に（年率４０％）なっている現象は、見
すごすことができません。高齢者に辛い世の中というのは、社会全体としても不幸なことです。逆に中学高校生の相談件数は減少
しています。その代わり、３０歳代が２００１／１９９７で１．８倍になっています。生活の苦労が積もり重なっている、と思われます。

- ６ -
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相談の内容別では、毎年のトップは「医療問題」で、２００１年は全体の２６．３％を占め、第二位を２倍以上引き離してダントツです。
１９９７年以降、全体の件数を押し上げている主たる要因も、医療の相談の急増です。これは、現在国会で論議されている医療制度
の改悪が現実化すれば、さらに増加するものと予想されます。

内容別の順位を第一位から第五位までを挙げると、１９９７年は医療、性、人生、家族、男女、の順でしたが、２００１年は医療、人生、
家族、対人関係、性、となります。中でも増加がとくに顕著なのは「対人関係」と「家族」で、それぞれ２倍以上に増え、逆に「性」
は１４％も減っています。それだけ相談の内容か、切実なものになってきている、と言うことができます。
それを、年齢別・内容別というふうに掘り下げて分析してみると、その傾向はさらにドラスティックになります。すなわち、

２００１／１９９７で「医療」の相談は７０政代がなんと１１．３倍（その大部分が女性からの相談）、６０歳代が６．７倍にれも女性が大部分）
になります。また「人生」の相談は７０歳代と６０歳代それぞれ５．０倍戸３．９倍、「家族」相談は４．０倍戸８．７倍です。高齢者の生き
にくい世の中ということが、このようなところに如実に現れているのです。ちょっと以外なのは２０歳代の「医療」の項目で、５
年間で２．６倍になっています。３０歳代も同期間で１．９倍ですから、かなり高率ですにちらは男性が２．６倍と急増しています。女
性は｜。４倍）。これは具体的な相談内容を見れは何か問題点が見えてくるかもしれませんが、今回はそこまでの検討ができません
でした。
以上、特徴的な点をいくっか拾い出してみました。これらの諸現象とくに急激に増加している各項目を見ると、「いのちの電話」
の役割がこれから益々重要になることが考えられます。皆様のご努力とご支援を、なお一層お願い致します。

０１７年間の受信件数の推移
（１９８５年７月～２００１年１２月）
０１９８５年からの総受信件数は、２３２、１２７件で、相談貝との会話がなかった無言電話４６、４３０件を除くと、相談電話の受信数は
１８５、６９７件となります。

０２圓１年は１日当たり、４６．８件の電話相談を受信しています。
（２００１年１２月１日から７日は、厚生労働省の自殺予防のフリーダイヤル・キャンベーンがあり、２８８件受信していますが、統
計には加えてはありません。）

１ ７ 年 間 の 受 信 者 件 数 ・ 推 移

】００００

７５００

５０００

２５００

０

㎜ ｔ ｋ ［ ニ ］ ｊ ｄ 圭 皿 ｇ ｇ ｒ ｌ ｊ
ＩＩＩ．日ｌｉｌ

に

ｉ 万万万ｉｉ１万レＴ｜ｌｉＬ１１ ｜
１９８５ １９８６ １９８７ １９８８ １９８９ １９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１

男性 １，４６５ ３，６２６ ４，７２１ ７，６０３ ６，９７９ ５，６７０ ４，９７０ ５，２１０ ６，０６９ ５，５１４ ６，０２５ ６，０３８ ６，３０１ ５，９８９ ７，３６４ ９，８００ ８，１１４

女性 １，９０５ ４，０７１ ４，７００ ５，２２４ ３，９０５ ３，４６９ ３，８３６ ４，０９４ ４，３０６ ４，１２５ ３，９１１ ３，９６６ ４，９４０ ６，３９２ ８，２８９ ８，３５７ ８，７４９
無言 ５７３ １４６６ ２２２７ ４３５６ ４２３２ ３５０４ ２８８２ ３１８９ ３３０６ ２９８１ ２３８５ ２２８５ １９４２ １９１３ ２６１０ ３，９６２ ２，６１７

- ７ -



相談内容男女別の相談件数（２００１年１月～１２月）
Ｕり

００

００

００

００

００

０

「‾１

㎜ 男 ロ コ 女

Ｉ ㎜
-

ｎｌ Ｉ-

Ｉ ■ 圈 Ｉ Ｉ Ｉ
Ｉ，● Ｉ ｌｎｌ ，Ｉ ，＝∩，Ｉ¬，■∩，ｓ「ヨ，Ｉ□，
人生 家族 夫婦 男女 対人 医療 教育 性 社会経済 情報提供 そ の 他

男 １，０５７ ３８３ ６８５ ８２２ ４５１ １，８１７ １１０ １，５８７ １６８ １５１ ８８３
女 １，０９０ １，４４６ ９８３ ４５０ １，３３９ ２，６２５ ２０９ １２４ １７１ １２１ １９１

２００１年度統計（１月～１２ 月）
人生 家屁 夫婦 男女 対人 Ｅ療 教育 性 公息了衣 副現供 その仙 総計

小学生
男
女
計 ２２

中学生
男 １７ ５０ １１７
欠 １０ １０ ４８
計 ２９ ２７ １６５

高校生
ひｊ ２｛） ５９ ９４ ２０ ２６ ３２ ３５１ ５ｊ ６５９
女 １３
計 ２９ ７２ １０２ ３７ ３９ ３７ ３５６ ５６ ７３（ｊ

以外
男 ２３ ９１ １７ １０ ２６９ ３８ ４９７
女 １６ ４５ １０６
計 ２９ ２８ １０（ｌ ３３ ７６ ２７７ ４０ ６０３

２０代
男 ２２２ ６２ ４３ １８２ ９１ ３９５ ２７０ ３ ８３ ｜．・１０８
女 １８８ １４８ ７９ １２７ １６６ ４％ ２Ｓ ２４ ｊ２ １．２９２
計 ４１０ ２１０ １２２ ３０９ ２５７ ８９１ ４３ ２９４ ４０ ３０ ９４ ２．７００

３０代
タＪ ３０６ ３９ ２０６ ２１６ 】３６ ５Ｓ９ １４０ ３５ ５４ ｜．７ｊ４
女 ２０り ２５９ ２２９ １３３ ３２５ ５３８ ４５ ２６ ２２ １、Ｓ０１
計 ５１５ ２９８ ４３５ ３４９ ４６１ 【．１２７ ５２ 】６６ ５７ １２ ６３ ３．５３５

４０代
男 １３３ ３４ 四 ３９ ４４ １２２ ５６ ２１ ３４ ５９４
女 ２０Ｓ ３０９ ２２０ ５６ ２４２ ４３１ ３４ ２９ １．５４４
計 ３４１ ３４３ ３２０ ９５ ２Ｓ６ ５５３ ヌ７ ６２ ５０ １４ ３７ ２．１３８

５０代
男 ７８ ３４ ７２ １４ ２３４ ２】 １５ ４９１
女 ９７ ２２９ １７１ １４ ９６ １６２ ２７ ８１８
叶 １７５ ２６３ ２４３ ２２ ＩＩＯ ３９６ ２３ ３８ １９ １．３ひ９

邸 代
男 １０ １２ １６ ５５
女 ３７ Ｉ（幻 ７６ ４３ 】３３ ４０８
叶 ４７ １０４ ８Ｓ ４５ １４９ １４ ４６３

７０代
男
女 ２０ １４ １２ ７６ １３８
計 ２０ １６ ７９ １３ １５３

不明
男 ２６６ １２３ ２ｊｌ １８３ １２４ ３８５ ２２ ４２８ ５９ １１０ ５８４ ２．５３５
女 ２％ ３６４ １９６ ９７ ４１７ ７１５ ７２ ５０ ６５ ７８ １６０ ２ｊｌｏ
計 ５６２ ４８７ ４４７ ２８０ ５４１ Ｉ、】００ ９４ ４７８ １２４ １８８ ７４４ ５．０４５

総計
男 ｌ、０５７ ３Ｒ３ ６９５ ａ２２ ４５１ １、８１７ １１０ Ｉ．５８７ １６８ 】５１ ８８３ ８．１１４
女 １、０９０ ｌ，４４６ ９８３ ４５０ １３３９ ２．６２５ ２０９ １２４ １７１ １２１ １９１ ８，７４９
計 ２．１４７ １．８２９ １．６６８ ｊ，２７２ １７９０ ４．４４２ ３１９ １．７１１ ３３９ ２７２ １．０７４ １６．８６３

- ８ -
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大成功の馬頭琴コンサート

名古屋いのちの電話チャリティーコンサートか

５月２８日に、名古屋栄の名古屋巾央教会で開か

れました。昨年暮れに開催したチャリティ・コン

サードに続いて、モンゴルの人、リポーさんが再

〃びヽ愛用の馬頭琴を縦横に奏でての演奏会でした。
それも「スーホの白い馬」の朗読と伴奏という趣

向を凝らし、またギターとの合奏で、民謡、クラ
シック音楽を演奏するという珍しい音楽会となり

ました。大成功でした。
このコンサートは、広報委貝長の長井潤さんが

企画を立て、広報委員の安藤和彦さんが元の勤務

先である中部日本放送に相談され、アナウンサー
の波辺美香さんに朗読を引き受けていただいて実

現じたものです。

リポーさんは日本に来られて１０年といいます。

少しアクセントに違和感はあっても、立派な日本

語で一曲一曲解説をっけながらの熱演でした。モ
ンゴル民族といっても、今はモンゴル共和国と、

戸中国の内モンゴル自治区に分かれて暮らしていま
す。リポーさんは内モンゴル自治区の首都、フホ

トの出身です。演奏は「ジンギスカン賛歌」で始

- ９ -

まりました。悲しくも迫力のある、それでいて繊

糾なメロディに心が広がります。

「スーホの白い馬」の朗読は、実に丁寧で感情
の起伏が豊かに出ていて、モンゴルの草原に自分

が立っているような錯覚を覚えました。日本の小

学二年生の教科書に入っているということです。
こうした民族の話は民衆の価値観を理解するのに

大変有効だなと、思いました。

馬頭琴とギターの合奏は秀逸でした。長井さん
はいままでにフラメンコ・ギターのコンサートな

どを開いて、いのちの電話のために活動を続けて

いらっしゃいます。この人なくして「いのちの電

話」のチャリティ・コンサートもありません。フ

リー・マーケット活動もそうです。彼の多彩な才

能に脱帽です。

この夜、さわやかな風が栄に吹いていました。

名古屋中央教会のご厚意に深く感謝するととも

に、コンサー？ヽ会場に足を運ばれたおよそ２００人

の皆さま方に対して心から敬意を表します。こう

した地道な活動を支援してくださる方々の力で、

「いのちの電話」が維持、運営されているのです。

私たちがさらなる努力をし、足らざるを補う「支

え合い」の精神を発揮して、世間の期待に応えね

ばという思いをめぐらしたコンサートでもありま

した。

（評議貝・財務委員長）西沢信正



ご援助部族がとうございます
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大
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長
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岡
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藤
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藤
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西
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近
下
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山
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名古屋いのちの電話が眠らぬダイヤル２４時に移行して３年になります。
いのちの電話には、現在相談員の在籍が２００人くらいです。その中で担当に入っている

人たちが１４０人そこそこです。

相談員は深夜帯（２２：００～８：００）を含めて月３回の担当を義務づけられています。

ていきます。

浩
子
子
和
昭
蔵--一
男
り子

・
ｓ

して、貼りだし、一ヶ月かけて、できるだけ穴あきがなニや、ｊ；うｊ＝こいね、します。

でもまだ完全とは言えませんので、これからも試行錯誤しで√よレりよい担当表を作るように努力し

月３回を守っている相談員が何％なのか、深夜帯に入る相談貝が少ないのが悩みの種です。
いのちの電話は今年７月で１７年になります。いのちの電話の趣旨を生かし、その業務を円滑に進

めるために、手引き沓を手元に置き折々みながら良き相談員を目指しています。相談員は担当表にそ

れぞれが記入します。担当表を貼りだし、その担当表が全部うめられるのに時間がかかります。担当

表の記入方法も何度か変わりました。その都度、係りが寄って話し合ってまた別の方法で進めてみる。
こ ん な こ と を 何 回 も 繰 り 返 し ま し た 。 ｊ 。 ≒ 万

現在は３ヶ月前に白紙（拡大したもの）を貼りだし、後一ｙ月の時に大きかった表を普通サイズに

あさ子
双々子

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理事長い長岡利貞

財務委貝会

代
江
子
代
子
子
輝
覚
男
子
子

美
矢

和
久
津
将
洋
澪
正
庸
廣
弘

嶋
本
坂
本
井
保
浦
原
田
野
林

丿
久
笠

石
榎
井
梨
永
栢
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２００２年１月より５月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に
報告を申し上げます。（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
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学校法人金城学院

日本基督教団名古屋束教会婦人会日本基督教団名古屋北教会社会奉仕委員会
光ケ丘女子高等学校日本基督教団南山教会土田クリスティーナ日本基督教団豊田教会婦人会
名古屋学院大学宗教部日本キリスト教団金城教会福祉社会委員会在日大韓基督教名古屋教会婦人会
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プ

子 浦 下
キリスト教団愛北教
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本岡塩 子
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江 真 佐 美 山 崎 京 子 中 谷
田百代子日本キリスト教団豊田教会

ク
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日本キリスト教団豊山教
名古屋ワイズメンズクラ
カトリック東山教会
日本基督教団名古屋桜山教会

カ ト リ ッ ク 半 田 教 会 ＝
日本基督教団愛知守山教会
日本キリスト教団中京教会
日本基督教団天白教会渡辺徹朗
名古屋キリスト教女子青年会

日本福音ルーテル教会希望教会
日本聖公会名古屋ステパノ教会
カトリック南山教会
日本基督教団名古屋中央教会
日本キリスト教団愛知教会女性の会
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〈会費〉
水 谷 巍

賛助寄付
トヨタ自動車㈱
新明工業㈱
㈱三愛
㈱オティックス
㈱みどり造園

㈱オチアイネクサス
豊田工機株式会社

東 海 銀 行 大 橋 鉄 工 ㈱
杉 山 工 業 ㈱ ㈱ 松 坂 屋

賛助会員を募集しています
ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をいただき有難うございます。心から御礼申し上げます。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に，会員増加の運動にもお力添えを賜りますようお願いします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させてい
ただきます。ご利用くだされば幸いです。
（１）法人会費年間５万円・１０万円・２０万円
（２）賛助会員（年間１口）Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（３）一般寄付はご自由な金額で結構です
（４）夏期・年末寄付
口座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会
口座番号ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
お問い合わせ…社会福祉法人愛知いのちの電話協会名古屋いのちの電話事務局咩９７１-５１８１

㈱陣内工業所
豊田合成㈱

助成金
東海テレビ福祉文化事業団

㈱芝岡製作所大島造園土木㈱
フルエリング株式会社

豊田ボランティア協会 ホ ー ユ ー ㈱
名 東 歯 車 ㈱

㈱ 杉 浦 製 作 所 ト ョ タ 車 体 ㈱ ㈱ 三 珠 プ レ シ ジ ョ ン

名古屋鉄道株式会社
社団法人名古屋中村法人会

ト ヨ タ Ｌ ＆ Ｆ 中 部 ㈱ 矢 作 建 設 工 業 ㈱ ㈱ 東 郷 製 作 所 ㈱ 両 口 屋 是 清
㈱ 岡 田 パ テ ン ト サ ー ビ ス 万 能 工 業 ㈱ 名 古 屋 ト ヨ ペ ッ ト ㈱ ㈱ 青 山 製 作 所
東邦ガス㈱

財団法人後藤ｇ報恩会武田機工㈱
敷島製パン㈱
瀧定名古屋㈱

｛

一 編 集 後 記 -

名古屋いのちの電話の機関誌を手にしたとき、表紙の写真を見るといつもな；４、１・ら心が和む。子どもたちの屈託のな
い生き生きとした表情、トンボやペンギンなど生き物たちが奏でる一瞬のきらめきなど、簡素な構図のなかに切りと

られた被写体は無言のメッセージを放つ。地球家族を見つめる写真家の眼差しは、どこまでも謙虚で優しい。そして、／４．ｊ
下 段 の 詩 と 共 鳴 す る と き 、 生 命 の 躍 動 を 伝 え る 見 事 な ハ ー モ ニ ー を 奏 で る の だ 。 ト
毎号新鮮な感動を届けてくださるのが、いまは大阪にお住まいの写真家、文珠幹夫さんである。機関誌の第２号か
ら表紙を飾って頂いて既に１８年余り、枚数にして実に５０枚を超す。その集積は名古屋いのちの電話の歴史そのもの
と言えよう。今号には、ボランティアとして関わる東ティモールを頻繁に行き来する多忙な文珠さんに、特にお願い
して原稿をお寄せ頂いた。名古屋いのちの電話が始まった頃のいくつかのエピソードも紹介されていて、思い出を新
たにされる方々も多いことだろう。
ここにも私たちの活動を支えてくだる人がいる。深い感謝の気持ちを表さずにはいられない。次号の写真が今から

楽しみである。

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-８６９１
事 務 局 咩
相 談 電 話 咩
携帯相談電話

名 古 屋 束 郵 便 局 私 書 箱 第 ２ ５ ７ 号
０５２-９７１-５１８１郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
０５２-５｝７１-４３４３ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９
ＮＴｒドコモ東海「＃９５５６」
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２００２年夏

２００２年７月１日発行
発 行 人 長 岡 利 貞
編集人広報委員会


